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1.はじめに
2008年5月 12日14時28分､中華人民共和国中西部
に位置する四川省アバ ･チベット族チャン族自治州ブン
川県を震央に､大地震が発生したOこの地震は四川大地
震と呼ばれ､マグニチュー ド8.0を記録し､死者6万900
人以上､負傷者37万人以上､行方不明者約 1万8000人
に達したO家屋の倒壊は2ユ万6000棟､損壊家屋は415
万棟､道路や電気､水道といったライフラインが寸断さ
れるといった甚大な被害を及ぼした｡世界中に衝撃を与
えたこの地震だが､常に大地震の発生を危ぶまれている
日本にとっては決して他人事ではなく､非常に重要な教
訓としなければならないO
本研究では､四川大地震時に四川省の各地で計測され
た地震加速度の記録を解析し､地震時の構造物の周期毎
の最大加速度応答を示すものである加速度応答スペクト
ルを求めたCまた加速度応答スペクトルを最大地表面加
速度で基準化し､得られた基準化応答スペクトルを､日
本建築学会 ｢建築物荷重指針 ･同解説｣によって推奨さ
れた加速度応答スペクトルである､指針加速度応答スペ
ク トルと比較し､考察することを目的とする｡
2.四川大地震の強震記録
本研究では四川大地震時に四川省の131箇所において､
南北､東西､垂直の3方向で計測された計393個の地震
加速度の記録の内､最大加速度が50galを越えるもの165
個を対象とする｡
計測地の地盤種別については､中国の方法で行われて
いるが､日本の指針加速度応答スペクトルとの比較､考
察を行うため､中国の地盤種別の方法を日本の地盤種別
の方法と照らし合わせる形で日本の地盤種別に置き換え
たCその結果､計測地が日本での第-種地盤にあたると
ころが 18箇所､記録数は54個､第二種地盤にあたると
ころが113箇所､記録数は339個となった｡第三種地盤
にあたるところは無かったC加速度応答スペクトルの解
析における強震記録数は前述の通り全 165個であるが､
その内訳は第-種地盤のものが14個､第二種地盤のもの
が 151個である｡
3.指針加速度応答スペクトル
日本建築学会 ｢建築物荷重指針 ･同解説｣において､
加速度応答スペクトルは次式により求めるC
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Sa:加速度応答スペクトル
fA:加速度応答スペクトルの卓越周期区間の増幅倍率
fv:速度応答スペクトルの卓越周期区間の増幅倍率
T(I:卓越周期区間の上限､ (2)式により求める
dニTcに対する下限の比
FiJ:減衰補数定数
ん :地盤の地震動の基本最大加速度
Vo:標準地盤の地震動の基本最大速度
R.4:地震動の最大加速度の再現期間換算係数
Rf,:地震動の最大標準速度の再現期間換算係数
GA:地震動の最大加速度の地盤種別補正係数
Gl.･:地震動の最大速度の地盤種別補正係数
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指針加速度応答スペクトルの形状を図 1に示すO
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図 1 指針加速度応答スペクトル模式図
4一解析結果
減衰定数hは0.05とし､第一種地盤で計測された地震
加速度から求められた応答スペクトルの最大加速度応答
の値は､最大のもので1338.00gal､最小のもの139.297gaI
だったC最大加速度応答を記録した周期は､0.04秒から
0.42秒までの範囲であるG 最も高い最大加速度応答を記
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録したところの地震加速度波形と加速度応答スペクトル
の解析結果をそれぞれ図2､図3に示す｡
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図2 地震加速度波形(第--様地盤)
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図3 加速度応答スペクトル(第一種地盤)
計測地が第二種地鮭であるところで計測された地震加
速度から求められた応答スペクトルの最大加速度応答の
値は､最大のもので3407,600gal､最小のもので132.476gal
だったO最大加速度応答を記録した周期は､0_04秒から
0.42秒までの範囲である｡最も高い最大加速度応答を記
録したところの地震加速度波形と加速度応答スペクトル
の解析結果をそれぞれ図4､図5に示す｡
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図4 地震加速度波形(第二種地盤)
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図5 加速度応答スペクトル(第二種地盤)
5.指針加速度応答スペク トルとの比較
指針ではスペク トル形状のパラメータとして､fA-2.5､
A,-2.0､d-0,5を推奨している｡またTcの値として､地
盤が第一種地盤のときは033､第二種地盤のときは0.56､
第三種地盤のときは0.86を用いることを推奨している1㌔
これらの値を用いて､図6､図7に第一種､第二種の地
盤の加速度応答スペクトルの指針値と､今回解析した加
速度応答スペクトルを基準化したものの統計平均値(以
下平均値と呼ぶ)との比較を示す｡斜線部分は平均値から
プラスマイナス 1つの標準偏差により得られた範囲を表
す｡
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図6 第--種地盤の応答スペクトルの指針値と平均値
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図7 第二種地盤の応答スペクトルの指針値と平均値
図6により､第-種地盤では0.03秒から0.13秒､0.63
秒から計測範囲の最大値である5.00秒の周期成分で平均
値が指針値を上回り､0.13秒から0.63秒の範囲では平均
値が指針値を下回った｡図7により､第二種地盤では0.03
秒から0.23秒の周期成分で平均値が指針値を大きく上回
り､0.23秒から5.00秒の範囲では平均値が指針値を下回
った｡
6.まとめ
1)第-種地盤､第二種地盤両方の地震応答スペクトル
の平均値は､ごく短周期の成分では指針応答スペク
トルの値を大きく上回った｡
2)節-種地盤では､計測範囲内で指針応答スペクいレ
が平均値を上回っているのは 0.00秒から0.03秒､
0.i3秒から0.63秒の範囲のみで大部分が平均値を下
回った0
3)四川大地震の指針応答スペクトルはごく短周期の成
分では､特に第二種地盤に対して日本の指針スペク
トルを大幅に上回っているC固有周期が一層煉瓦建
築物の多いこの地域に大きな被害を与えた要因の 1
つであると言えるかもしれない｡
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